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住民基本台帳人口 予測値

単位：人

①住民基本台帳人口

②社人研将来予測人口

④本計画将来予測人口

③補正値

1,194人 ②社人研将来推計人口

H30：80,302人

④本計画将来予測人口

H30：81,495人

②社人研将来推計人口

H37：74,896人

④本計画将来予測人口

H37：76,090人

②社人研将来推計人口

H44：68,595人

④本計画将来予測人口

H44：69,789人

本計画における将来予測人口の推計方法について 
 

本計画では、国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人研」という。）による将来推計人口 

（H27、H32、H37、H４２、H47）をもとに直線近似値を設定し、この直線近似値と 

住民基本台帳人口（H2９ .10.1 現在）との差を補正値（固定値）として、直線近似値に加え、 

本計画における将来予測人口としています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．「①住民基本台帳人口」は、各年 10 月 1 日現在です。 

２．「②社人研将来推計人口」は、平成 22 年国勢調査結果による国立社会保障・人口問題研

究所における将来推計人口（平成 25 年 3 月推計）の直線近似値で推計しています。 

３．「③補正値」は、「①住民基本台帳人口（H29）」と「②社人研将来推計人口（H29）」の

差「1,194 人」を固定値としています。 

4．「④本計画将来予測人口」は、「②社人研将来推計人口」に「③補正値」を加え、設定し

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国立社会保障・人口問題研究所による 

将来推計人口（5 年ごとの推計値） 

※平成 22 年国勢調査結果による推計 

H27 82,395 人 

H32 78,906 人 

H37 74,896 人 

H42 70,479 人 

H47 65,770 人 

H27～H47 における 

各年度間人口は直線近似により推計 

本計画の将来予測人口 

※平成 29 年 10 月 1 日現在の住民基本台帳人口

（82,193 人）と平成 29 年の社人研将来推計人口

（80,999 人）との差を補正値（1,194 人固定値）

としています。 

補正値を加える。 

年度
①住民基本
台帳人口

②社人研
将来推計人口

③補正値
④本計画

将来予測人口
H22 87,494 85,786
H23 86,775
H24 86,035
H25 85,374
H26 84,503
H27 83,752 82,395
H28 82,994 81,697
H29 82,193 80,999 1,194
H30 80,302 1,194 81,495
H31 79,604 1,194 80,797
H32 78,906 1,194 80,100
H33 78,104 1,194 79,298
H34 77,302 1,194 78,496
H35 76,500 1,194 77,694
H36 75,698 1,194 76,892
H37 74,896 1,194 76,090
H38 74,013 1,194 75,207
H39 73,130 1,194 74,323
H40 72,246 1,194 73,440
H41 71,363 1,194 72,556
H42 70,479 1,194 71,673
H43 69,537 1,194 70,731
H44 68,595 1,194 69,789
H45 67,654 1,194 68,847
H46 66,712 1,194 67,905
H47 65,770 1,194 66,964
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